
｜記録｜

日程および研究集会の経過

前回（第 6回）は国文学研究資料館の十周年に当るので、記念の意味でや

や規模を大きくし、 4日間の集会を行ったが、これを期として、古希を迎え

られた井本農一国際日本文学研究集会委員長が退かれ、芳賀徹委員が加わり、

臼田委員長のもとで今回の企画が行われた。

今年は海外からの応募者も増したが、内定後来日できなくなった方もあり、

5名の研究発表が行われた。

日程および経過は以下のとおりである。

第 1日（11月11日）（金）

．参加者登録

午後 1時から国文学研究資料館 1階ホールで受付を行い、最終的には別項

名簿のとおり 69名（うち海外17）の参加があった。

・開会および研究発表

午後 1時35分開会し、館長のあいさつがあり、引き続いて次の日程で研究

発表（各25分に10分の討論）が行われた。

研究発表（座長伊井春樹） 13: 50 

王朝散文の凝集性一時制とアスペクトを中心に一

Charles J. Quinn （ミシガン大学博士課程）

源氏物語における虚構の方法

根来 司（神戸大学教育学部教授）

展示説明・利用案内および機械検索実演 15: 00 

休憩

研究発表（座長 ドナルド・キーン） 16: 15 
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挿詩文の系譜一日本文学史試論－

古田島洋介（東京大学博士課程）

• 17時からは 2階ホールで恒例のレセプションが聞かれた。

第 2日（11月12日）（土）

．研究発表

2日目は、プログラムに予定したコペンハーゲン大学の長島要一氏が来日

できなくなったので若干時間をゆったり使って次の研究発表が行われた。

研究発表（座長池田重） 10: 30 

今出川晴季伝一豊臣・徳川政権交替期を生きた一人物－

松原 一義（四国女子大学文学部助教授）

戦争と詩－与謝野晶子から山之口狭まで一

Steve Rabson （ブラウン大学助教授）

・公開講演

午後は14時から次のように公開講演が行われた。

公開講演 14 : 00 

十八世紀菰刺文学の韓日対比考察 朴祉源と平賀源内を中心に

金 一根（建国大学校教授）

自伝一東と西－

佐伯 彰一（中央大学文学部教授、東京大学名誉教授）

そのあと棚町研究情報部長の閉会の辞をもって全日程を終了した。
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第 7回国際日本文学研究集会

7 th International Conference on Japanese Literature in Japan 

（氏 名）

阿部好臣

秋山 度

ARMOUR, Andrew 

BOHACKOV A, Libuse 

CARLI, Giuliana 

張 永旺

COOK Lewis 

藤井貞和

福田秀

古川清彦

古田嘉雄

芳賀 徹

長谷川 泉

平賀増美

贋瀬ヰサ子

細谷 博

市古貞次

伊井 － 春 樹

井原通夫

飯島武久

池田 重

参加者名簿

List of Participants 

（現職名あるいは所属機関） （専

国文学研究資料館助手

東京大学教授

慶応義塾大学訪問講師

国際交流基金フエロー

攻）

中古文学

平安朝文学

源氏物語

上方絵

ローマ大学学生 近代日本文学

北京第二外国語学院日本語 日本文学
教研室講師

コーネル大学院生

東京学芸大学助教授

国文学研究資料館教授

昭和女子大学教授

武庫川女子大学教授

東京大学教授

学習院大学講師

日本語教師

南山大学講師

国文学研究資料館助教授

立正大学院生

山形大学助教授

千葉大学教授
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物語文学

中世文学
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近代文学・比較文学

近代文学・評論史

能楽
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井本農ー 実践女子大学教授 近世文学

岩原康夫 工学院大学助教授 比較文学

岩松研吉郎 慶応義塾大学助教授 中世文学

狩野啓子 筑紫女学園短期大学助教授近代文学

柏木秀夫 北海道大学教授 英文学・比較文学

KEENE, Donald コロ ンビア大学教授 日本文学

菊地隆雄 都立蔵前工業高校教諭 日中比較文学

KIM, II-Geun （金 一根） 建国大学校教授 近較世）散文学（韓日比

小泉 武 国文学研究資料館管理部長

小 松紀子 連ア合メリカ・カナダ十タ一講大学師 中世文学
日本研究セン ー

古田島洋介 東京大学博士課程 比較文学

小山弘志 国文学研究資料館長 中世文学

LEE Hyun-Gi （李賢起） 高麗大学校副教授 日本平安文学

松原 義 四国女子大学助教授 中古・中世文学

松田昌子 筑紫女学園短期大学教授 西洋史

松尾靖秋 工学院大学教授 近世文学・俳諮

森 美可 近代文学

武藤康史 慶応義塾大学院生 中古文学

内藤衛亮 国文学研究資料助教授 図書館・情報学

中村純子 国文学研究資料館員 古典文学

根来 司 神戸大学教授 中古文学

西 勝 明治学院大学教授 比較思想文学

岡 雅彦 国文学研究資料館助教授 近世文学

奥出 健 国文学研究資料館助手 近代文学

小野尚志 国文学研究資料館助手 中世文学

QUINN, Charles J. ミシガン大学博士課程 古典文学

RABSON, Steve ブラウ ン大学助教授 近代文学・現代文学

RIBER, Agneta 明治学院大学 近代文学
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RO, Yeoug-Hee （直英姫） 東京大学院生 近代文学・比較文学

SAD UN, Daniela ローマ大学東洋学科講師 日本の文学と美術の
関係

佐伯彰 誉中教央大授学教授・東京大学名 比較文学

斎藤 良日 東洋大学 源氏物語

沢田正子 静教授岡英和女学院短期大学助 平安文学

魯 秀嫡 駒沢大学院生 近代文学

菅野扶美

SZABO, Maria 大阪大学院生 近世文学

田嶋一夫 国文学研究資料館助教授 中世文学

高木きよ子 お茶の水女子大学教授 宗教学

武田庄三郎 立正大学教授 近代文学

棚町知弥 国文学研究資料館教授 地史方連歌壇史・俳壇

TEELE, Nicholas 筑波大学教師 学古今和歌集・比較文

等々力桜子 国タ際ー教交流師基金日本研究セ ン 日本語教育

外山良子 コロ ンビヤ大書学東アジ主ア任図 図書館学
書館日本司 サービス

臼田甚五郎 国学院大学教授 口承文芸・歌謡

VARDAMAN James M. 東北学院大学助教授 近代・日本文学

薬師川麻耶子 近学世俳諮史・中古文

山本 節 愛知教育大学助教授 説話文学・口承文芸

山中光 国文学研究資料館教授 近代文学



昭和58年度国際日本文学研究集会委員会委員

委員長 臼 田 甚五郎（国学院大学文学部教授）

委員 池 田 重（千葉大学教育学部教授）

委員 芳 賀 徹（東京大学教養学部教授）

委員 長谷川 泉（学習院大学講師（非））

委員 ドナルド・キーン（コロンビア大学教授）

※館内委員を除く。

なお、ツルタ・キンヤ（プリティッシュ・コロンビア大学教授）は、昭和58年

4月15日から 9月14日まで当館客員教授の問、館内委員として参加された。
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